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川川はは自自然然のの浄浄水水場場  ～～微微生生物物のの力力～～  

  本来、川には様々な動植物が生息しており、自然の力で川の汚れが分解 

されています。その大事な役割を担うのが微生物です。 

食物連鎖の中において、微生物は、動物のふん・死骸などの川の中の汚れ

（有機物）を食べて分解することで、植物などが利用できる栄養分を作り出

しています。その栄養分が土の中に供給されると、様々な動植物が生育でき

るようになり、バランス良く食物連鎖が起こるようになります。 

このように、微生物が有機物を食べて分解することにより、多様な生態系

がつくられ、川が自然に浄化されることになるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生態系の環境 浅枝隆[編著] 引用（一部改変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物連鎖 模式図 
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川川のの自自然然浄浄化化機機能能をを発発揮揮ささせせるるたためめににはは  

本来、河川は、流域ごとの生態系の中で自然の浄化機能を有しています。 

これまでに行ってきたダムの建設やコンクリート構造による河川改修は、

私たちに安全で安心な生活の基盤をもたらしましたが、一方で河川の生態系

にも影響を与えることになりました。 

これからの河川整備では、流域の環境に応じて、次のような生態系に配慮

した整備を行うなど、安全対策のみならず本来河川が持つ浄化機能を最大限

に発揮させることが必要です。 

 

◇ 瀬と淵、落差をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 護岸は空積みが好ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 水域と陸域の境界線をつくる。 

 
 
 

 

 

 

 

瀬は、流れが早く酸素が豊

富な場所であり、水が礫
れき

の

間を通ることで浄化される

場所である。 

淵は、水深が深く流れがゆ

るやかな場所であり、生物

の生息場所となる。 

落差があると

水中の動植物

に必要な酸素

が供給できる

（落差は生物

の移動の妨げ

にならないよ

うにする｡）｡ 

日当たりが良いと植物がよ

く育ち浄化効果が高まる。 

植物は、栄養として窒素・

リンを吸収するだけでなく

水中の有害物質も吸収す

る。 

護岸の石のす

き間は微生物

の生息場所と

なり浄化機能

が増す。 

水位の変動に

より土の中に

酸素が多く取

り込まれ、浄

化効果が高ま

る。 

水域と陸域の境界線がある

と、陸と水の連続性が確保

され、多様な生物が棲める

ようになる。 
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◇ 湧水を取り入れたり、生物が移動できるような工夫をする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 生活排水等の汚水は、河川に流入する前に浄化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湧水は大量のミネラルを含

み、水温が一定であること

から、水質浄化効果の高い

水草の生育を助ける。 

傾斜を緩やかにするなど連

続性があると、生物が移動

でき、多様な生物が棲める

ようになる。 

川の底が水の

浸透できる地

質であれば、

水は礫や砂の

中を通り浄化

される。 

また、土の中

に生物が生息

できるように

なる。 

濃度が薄まってから浄化す

るのでは効果が少ないた

め、汚水の流入箇所に局所

的な浄化施設を設置し、濃

度の高いうちに処理すると

浄化効果が高まる。 

河川敷がある

場合は、汚水

を河川敷で蛇

行させてから

河川へ流入さ

せると、さら

に浄化効果が

高まる。 
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